



























　8 月 2 日　資料収集
　8 月 3 日　シンガポール出国
　8 月 4 日　日本到着
３．活動報告
⑴　シンガポール小学校の授業スタイル
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　授業は 30 分（1 コマ）を 2 コマ合わせて行われて
いた．そもそも，シンガポールでは授業の 1 コマは



























































































　見学した 2 つ目の授業は 2 年生の分数のたし算の学
習であった．本時の学習を始める前に，教員は児童に
個人ワークとして九九の計算をさせていた．教員がス











“total”，分子のことを “I want” と言い換えられていた．








また，教員は問いかけに関して “How many ～？ ” と

































































































































































い国であるシンガポールが OECD（Organization for 
Economic Co-operation and Development）の学習到
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中西春香，川﨑友紀子，小澤大成，石坂広樹，田村和之，坂井武司
共通していると感じた点は，既習事項を確認する復習
の時間があること，個人ワークとグループワークを取
り入れていることである．既習事項の復習と活動する
時間を設定することは，児童の基礎・基本的な力を身
につけたり，多様な学びを広げたりすることにつなが
る．また，これらの共通点は日本の学校でも行われて
いるといえよう．
　一方，シンガポールの 2 小学校と日本の小学校の授
業における相違点は，日本の小学校では，児童は一般
的にノートを使って学習することが多いことである．
シンガポールの 2 小学校では，基本的に児童は自分用
のホワイトボードやワークシート，タブレットを使う
が，ノートはほとんど使用していなかった．また，シ
ンガポールの教員は基本的にパワーポイントや動画，
ICT 機器等を使い，ホワイトボードも使用することは
あるが，日本の学校と同様に 1 時間の流れがわかるよ
うな板書としては使用されていなかった．つまり，板
書方法や授業における板書の位置づけが日本とはそも
そも違うことがわかった．これは，ノートに書き写す
ことよりも，シンガポールではワークシートを学習の
中心に捉えているからだと考えられる．
　また，これは特に理科の授業において言えることで
あるが，授業の展開が効率良く行えるように工夫され
ており，理科支援員が常に下準備をしており，児童は
学習に集中できるように工夫されていることがわかっ
た．日本では実験や観察では基本的に児童が毎回機材
を準備する．これは，複数回実験準備をすることで知
識だけではなく，実験機材の使い方まで学習すること
が日本での目的にあるのに対して，シンガポールでは
PSLE の影響で実験の準備などよりも，より理科的な
知識の理解が重要視されていることに起因すると考え
られる．しかし，このことについてはまだ詳細をシン
ガポールの教員からは確認をしていないので，今後の
課題として記しておく．
　また，児童の授業中の活動について，B 小学校の算
数の授業では，グループワークを取り入れていたが，
話し合いに参加できていない児童に対する教員の手立
てがあまり見られなかったように思われる．また，児
童同士で話し合いするときに，机を動かすことがな
かったのでグループによって，グループの話し合いに
差が出ていたように感じた．児童同士の話し合い方に
ついて，日本の場合は，授業の中で学級経営をすると
いうことも含まれていることもあるため，教員は児童
同士のつながりを意識している．したがって，日本の
小学校では，話し合いに参加することが難しい児童に
対する手立てを考えられていることが多い．これは，
児童同士が話し合いを通して深い学びにつなげられる
ように，そのような児童に対する支援方法が確立して
いるからである．シンガポールでも，日本のようなグ
ループワーク時の支援方法が広まれば，より深い学び
につながっていくのではないだろうか．
　今回初めて，海外の小学校の授業観察，現場の教員
の方との意見交換，インタビューをすることができて，
著者にとって大変貴重な経験となった．特に，シンガ
ポールは学力が高い評価を受けているだけに，児童の
実態や現場の教員，学校環境は気になるトピックで
あった．日本の教育現場を経験しているからこそ，改
めて新しい視点に立って考えることができ，とても有
意義な学校視察となった．
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